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べた〔参考論文(1) )。第 2 章では誘起電圧よりも磁心の動作にとって本質的な磁壁の動きを実時間で測
定出来る装置の試作について述べ〔参考論文 (2) ， (3)) ，以下の章ではこの装置を用い50% Ni-Fe 
テーフ?磁心における磁壁の動きに関して行なった研究結果について述べるO第3章は交番磁界中の磁壁の動きの
平均的な性質を扱い 励磁周波数が数 Hz 以下の超低周波領域では一枚の180。磁壁がLテーフめ一方の側から
発生し他の側まで移動すること。それ以上の周波数領域ではテーフめ両側に180。磁壁が発生し共にテーフめ中
央部ヘ移動し合体消滅することを明らかにした〔参考論文( 3 ))。第 4 章では磁壁の動きのサイクル毎
の変動について実験し，超低周波領域では変動が小さいこと，数 Hz 以上では磁壁の発生時には変動
は小さいが移動に伴って大きくなり合体時に最大になることを示した。このような磁壁の動きの変動






















効果"と名付け，有効な領域がO.5~ 1 Oe，数十f1S 以上であることを得， この効果が磁心中の欠
陥のまわりの磁区の相互干渉によるものであることを明らかにしている。これらの結果は電気，計測，
制御工学の分野に貢献するところ大で，博士論文として価値あるものと認める。
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